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研究内容

⽐率マップ法を⽤いたヒト頭部画像分布補正 ヒト頭部の各種MRI画像と補正画像

・⾼磁場MRI(high field MRI) ・ヒト脳(human brain) ・⾼周波磁場(RF
field) ・ B1+ ・ B1- ・ 不均⼀性(inhomogeneity)

•⾼感度、⾼コントラストの特徴を持つ⾼磁場MRIでの均⼀画像取得が可能
• B1不均⼀分布の補正が可能
•定量画像化が可能

•⾼磁場MRIでは、⾼周波磁場（B1）の不均⼀性のためヒト頭部画像の不均⼀分布が⽣ずる
•この補正には、各被検体で送信B1（B1+）分布、受信B1（B1-）分布の測定が必要
• B1+分布は測定可能だが、B1-分布は測定不可
•測定したB1+分布からB1-を算出する⽐率マップ法を提案し、開発した

⾼磁場MRIでのヒト頭部画像の不均⼀分布補正法
Non uniformity correction method of human brain images at high field MRI

⾼周波磁場の不均⼀分布の補正法
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•⽣体内での電磁波の波⻑短縮によって、被検体内の
画像の不均⼀分布が⽣ずる
• B1+分布、B1-分布補正により、緩和時間などによる
コントラスト画像が得られる
•緩和時間画像測定により、スピン密度に相当するM0
画像、含⽔率が求められる（右図）
•被検体の各部位画像の補正が可能
•各種パルスシーケンス（測定法）に対応可能
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